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第1節　基本的な方向性及び重点課題
· 第2章第2節に掲げた大阪府における循環器病対策に関する現状を踏まえ、今後、疾病による死亡の原因及び介護を要する状態となる原因の主要なものとなっている、循環器病について対策を強力に進めるため、以下に示す2つの「基本的な方向性」及び「重点課題」を設定します。
基本的な方向性

1.	循環器病の発症予防及び
	重症化防止の推進

2.	循環器病患者に対する医療、
	福祉サービスの継続的かつ
	総合的な実施



重点課題

2.	循環器病に関する治療（急性期
	から回復期・慢性期まで）や療養
	支援などの体制の整備
1.	循環器病に関する正しい知識
	に基づく自己管理行動の定着





第2節　全体目標
○前節の基本的な方向性のもと重点課題の解決をめざし、「『健康寿命の延伸』及び『循環器病の年齢調整死亡率の減少』」をめざします。
《健康寿命（日常生活に制限のない期間の平均）の推移（単位：年）》


[image: 男女とも、過去の健康寿命を示しており、今後、さらなる健康寿命の延伸をめざすことを表示。

グラフでは、2010年（平成22年）から2019年（令和元年）までに、3年単位で数値を表示。以下、大阪府・全国別及び男女別の数値、年毎に表示。また、各年における健康寿命の高いものの順番に表示。

全国女性
2010年　73.62年
2013年　74.21年
2016年　74.79年
2019年　75.38年

大阪府女性
2010年　72.55年
2013年　72.49年
2016年　74.46年
2019年　74.78年

全国男性
2010年　70.42年
2013年　71.19年
2016年　72.14年
2019年　72.68年

大阪府男性
2010年　69.39年
2013年　70.46年
2016年　71.51年
2019年　71.88年]




健康寿命
の延伸へ





出典：健康日本21推進専門委員会資料（2021（令和3）年12月20日）、
厚生労働科学研究報告書


《大阪府の循環器病対策の推進に向けた体系図》

基本的な方向性

2.	循環器病患者に対する医療、福祉
	サービスの継続的かつ総合的な実施
1.	循環器病の発症予防及び重症化
	防止の推進




重点課題

1.	循環器病に関する正しい知識に
	基づく自己管理行動の定着

2.	循環器病に関する治療（急性期から
	回復期・慢性期まで）や療養支援など
	の体制の整備





	個別施策
	
	（１）	循環器病予防の　　取組の強化
	
	（２）	保健、医療及び福祉に係るサービスの提供体制の充実
	
	（３）	循環器病患者等を支えるための環境　づくり

	
	
	1.	循環器病の発症予防や重症化防止などの知識の普及啓発
2.	循環器病を予防する健診の普及や取組の推進
	
	1.	救急医療体制の整備
	
	1.	循環器病に関する適切な情報提供・相談支援
2.	循環器病の緩和ケア
3.	循環器病の後遺症を有する者に対する支援及び治療と仕事の両立支援・就労支援

	
	
	
	
	2.	循環器病に係る医療提供体制の構築
3.	社会連携に基づく循環器病対策及び循環器病患者支援
4.	リハビリテーション等の取組
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	（４）	循環器病対策を推進するために必要な基盤の整備
	
	

	
	
	
	
	[bookmark: _GoBack]1.	循環器病対策を推進するために必要な基盤の整備
	
	





「健康寿命の延伸」及び「循環器病の年齢調整死亡率の減少」の実現
（参考）第3次大阪府健康増進計画：2023年度までに2歳以上の健康寿命の延伸（H25年比較）
全体目標
「2040年までに3年以上の健康寿命の延伸」
及び「循環器病の年齢調整死亡率の減少」の実現
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